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「迷い子」や－い

な
た
の
名
前
は
あ
り
ま
せ
ん
か

届
出
が
な
い
と
台
帳
よ
り
除
き
ま
す

ち
ゆ
う

㊥
　
「
宙
」
に
う
い
た
住
民
基
本
台
帳

役
場
の
窓
口
事
務
を
ス
ム
ー
ス
に
お
こ
な
う
た
め
に
、
役

場
の
各
種
台
場
を
集
約
し
た
住
民
基
本
台
帳
の
堂
僻
を
急

い
で
い
ま
す
が
、
本
紙
号
外
に
の
せ
て
い
る
人
（
榊
僻
）

の
住
民
漉
本
台
帳
が
「
ち
ゅ
う
」
に
う
い
て
い
ま
す
。

㊥
あ
な
た
の
名
前
が
あ
り
ま
し
た
ら
至
急
窓
口
係

へ

役
場
で
実
態
調
査
を
や
っ
て
、
駐
在
良
（
区
長
）
や
附
近

の
人
に
た
つ
ね
た
の
で
す
が
、
ど
こ
に
お
ら
れ
る
の
か
は

っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
も
し
あ
な
た
の
名
前
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
直
ち
に
（
日
曜
日
で
も
受
付
け
ま
す
）
役
場
の
窓
口

係
に
お
届
け
下
さ
い
。
ま
た
本
紙
に
の
せ
て
い
る
人
を
御

存
知
の
方
は
役
場
の
窓
口
係
に
お
届
け
下
さ
い
。
電
醇
で

も
椅
横
で
す
。

㊥
届
出
期
日
は
七
月
十
五
日
ま
で

七
月
十
五
日
ま
で
に
お
届
け
な
い
場
合
は
、
本
町
に
居
住

さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
住
民
基
本
台
帳
か
ら
と
り
の

ぞ
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

⑥
ど
う
し
て
こ
う
言
う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
？

住
み
込
み
使
用
人
、
同
居
人
、
間
借
人
の
場
合

は
特
に
注
意
を

昭
和
二
十
七
年
に
住
民
登
録
法
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
鰯

断
転
出
、
知
断
転
畢
叉
は
革
実
と
違
っ
た
届
出
を
す
る

人
が
毎
年
相
当
数
あ
る
と
み
う
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
う
し

た
も
の
が
た
ま
っ
た
こ
と
と
、
向
唐
人
、
住
み
込
み
使
用

人
、
間
借
人
等
の
場
合
、
世
撃
赤
、
わ
か
ら
な
い
の
か

相
当
数
あ
り
ま
す
が
、
世
帯
主
が
わ
か
ら
な
い
と
、
ど
の

世
帯
に
入
れ
て
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
た
め
に
こ
の
よ
う

な
結
果
が
生
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

㊥
届
出
の
都
度
事
実
の
調
査
を
行
う
の
が
理
想
だ

が

住
民
基
本
台
帳
の
完
全
整
備
を
行
う
た
め
に
届
出
の
都
度

革
実
の
調
査
を
行
つ
の
が
理
憩
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は

美
大
の
町
費
と
時
間
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

そ
う
も
で
き
な
い
の
が
役
場
の
な
や
み
で
す
。

㊥
住
所
を
変
わ
ら
れ
た
場
合
は
是
非
十
四
日
以
内

に
届
出
を

こ
の
台
場
は
蹟
方
の
利
益
を
保
護
す
る
唯
一
つ
の
台
帳
で

あ
り
ま
す
。
住
所
を
変
わ
ら
れ
た
場
合
は
十
四
日
以
内
に

遵
非
届
出
を
行
っ
て
下
さ
い
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米
田
　
璽
久

高
原
　
好
春

書
川
畢
太
郎

今
岡
登
木
夫

永
原
　
弘

松
崎
　
秋
義

松
島
　
政
次

増
替
ツ
串
ノ

古
賀
村

西
村
寮
代
≡

山
本
　
昌
之

山
科
　
静
子

音
田
　
二
二

前
田
　
テ
ノ

加
藤
秀
五
郎

音
出
典
一
郎

永
松
サ
ダ
コ

見
藤
　
テ
ツ

古
賀
区
川
上
　
畠

杉
本
　
久
子

福
留
　
腰
椎

山
北
ヨ
シ
子

出
口
ア
サ
エ

牧
　
轟
涌

花
岡
　
憎

悪
所
　
柄

佐
藤
松
次
郎

山
下
　
擁
夫

泉
　
墾
一

会
沓
　
哲

森
　
光
樹

原
　
串
三
郎

織
田
　
守

後
藤
．
英
和

伊
藤
　
沢
宋

小
山
助
三
郎

藤
田
　
安
男

酉
炉
与
三
松

林
　
隆
遭

飯
野
　
金
作

伊
福
　
過

広
田
　
将
行

江
口
　
公
悠

荒
牧
フ
ミ
子

福
留
　
辰
堆

梅
ノ
木
区

大
西
一
線
道

小
島
　
静
蔦

古
藤
一
秀
夫

爆
風
イ
ツ

坂
井
　
潔

八
木
．
逓

山
本
．
蛮
市

堆
所
　
惜

幡
本
．
良
美

魂
栗
城
守
成

中
村
　
昇
八

塩小
田
堂
所
内
田
宮
城
石
井
永
田
安
部
有
音

飽
栄
孝
市納

二
二

憧
之守爽

春
敏
徳
男

米
村
　
好
楷

佐
伯
フ
サ
ヱ

酒
井
　
率
輝

青
田
偲
助

稗
　
久
義

角
田
一
議

内
園
　
則
夫

平
田
　
政
光

池
田
　
警

島
田
　
次
男

山
崎
賊
次
郎

中
川
　
定
夫

松
本
静
男

牧
野
　
由
政

増
田
　
邦
一

書
田
　
猛
志

菌
永
　
二

佐
藤
　
忍

芳
沢
恵
美
子

今
村
一
郎

瀬
田
　
周
春

大
石
　
敏
夫

小
川
　
頭
二

上
坂
　
竜
男

小
松
キ
サ
子

中
偽
七
≡
郎

小
島
　
公
真

書
　
為
堆

青
田
　
弘

渡
辺
　
正
男

伊
褐
　
鶴
巻

伊
描
　
満
治

堀
口
　
薯

太
田
尾
熊
夫

中
川
　
定
夫

三
木
．
嶺
惣

城
田
　
敏
行

関
山
　
感
慨

森
本
キ
ミ
子

竹
下
　
噴
霧

小
島
　
艶

川
浪
　
陳
雄

井
本
．
勘
輪

番
本
芳
子

藤
木
　
春
夫

後
藤
一
燻
編

後
田
　
渉

田
上
．
司

薗
南
　
番

有
留
　
男
義

堂
田
　
並

宮
本
テ
ィ
コ

宮
城
　
と
み

田
中
　
正

徳
永
　
明
行

寅
鍋
　
下
郎

板
倉
炎
弓
（
垂
∴
）

永
松
　
斡
良

加
藤
　
義
則

平
元
　
安
光

稲
楽
　
利
男

板
倉
　
潜
喪

南
　
光
次

髪
毛
　
孝
一

萬
弥
惣
右
ヱ
門

小
山
　
貞
義

浜
田
新
一
（
五
男
）

森
　
健
次

稲
厄
る
み
子

後
田
　
徳
男

田
中
　
末
子

（
旧
姓
佐
藤
）
田
中
　
広
文

小
倉
澗
（
秋
男
）

松
村
藤
太
郎

沢
江
文
子
（
哲
郎
）
躯
稗
蟹
二
郎

脇
坂
．
．
架
　
　
古
川
治
男

仲
村
愛
子
　
、
杉
本
チ
ヨ
子

増
田
ケ
√
（
忠
子
）
正
司
　
シ
ケ

中
野
　
繁
雄

鹿
野
ノ
ブ
手

隙
塀
　
徳
蔵

向
山
　
広
霊

渡
辺
美
和
子

森
下
　
機
・

山
口
　
柵
美

山
下
　
勇

平
元
　
タ
キ

餌
野
栄
伍

巾
村
ミ
ツ
コ

、
下
原
　
久
江

江
藤
　
万
大

会
場
良
橋

足
立
　
主
税

松
木
キ
ヨ
ノ

小
松
崎
守
恵
月

藤
原
　
元
弘

花
盤
林間
本
杉
本
竹
沢
東
山
木
島
南
保
椙
丸
高
村
坂
田
夏
村
模
本
東

腹
秋
紀
由
久
八
茂
行
利
夫
春
薯
敏
雄正毅通

正
行
専
制
意
鏡
勝
巳

横
山
　
勝
巳

大
島
　
義

福
田
　
武
男

吉
報
．
信
吾

桑
原
　
芳
子

宮
地
　
鉄
也

光
来
ア
キ
コ

淵
田
千
鶴
子

末
席
　
久
樹

礎
都
　
邦
雄

木
村
　
久
美

安
藤
　
官
記

河
内
フ
ミ
コ

中
沢
　
正
一

竹
崎
　
邦
敬

刀
根
ヨ
シ
コ

加
地
勇
太
郎
．

藤
崎
ユ
キ
ヱ

楔
木
　
発
信

佐
藤
　
政
之

久
聞
　
和
子

四
海
．
絹
子

清
水
　
静

長
谷
川
　
徹

竹
井
千
代
子

伊
林
　
節
子

釜
谷
　
敏
雄

渡
辺
　
為
一

森
本
　
年
容

菊
池
　
勇
治

六
笠
　
国
男

角
　
勝
野

増
永
　
勝
次

野
鳥
ｌ
一

上
田
　
勝
発

音
　
昭
二

平
塚
　
博
光

大
場
　
蜜
実

押
川
　
太
志

馬
場
　
武
堆

丸
林
　
岳

三
浦
．
威
光

小
田
　
宗
男

市
川
恵
美
子

甲
斐
　
好
奨

中
井
　
巻
夫
．

申
木
味
津
堆

住

　

等

石
川
　
武
雄

音
岡
　
玄
一

楠
田
　
堆

松
崎
　
ミ
ツ

浜
中
　
広
海

五
十
嵐
恵
づ
ゑ

米
沢
キ
ヨ
子

津
留
チ
ト
セ

平
田
義
博

寺
鴎
ツ
ヅ
ヨ

工
藤
　
春

小
野
　
賢
二

岡
崎
　
高
志

木
村
　
幸
男

水
野
　
渉

山
ロ
マ
サ
ヱ

新
居
イ
ワ
コ

新
井
　
順
子

住
吉
　
照
子

石
川
　
広
氏

宮
地
　
ミ
ヨ

村
岡
　
宏

見
好
　
ミ
キ

楯
岡
勝
次
郎

住
青
　
梅
一

大
事
古
賀

久
保
田
幸
市

大
磯
　
日
清

加
藤
　
さ
き

丑
曳
ポ
轟

小
松
／
来

三

井

藍

竺

山
崎
　
繁
治
／
．

頼
本
　
窓
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熊
田
　
秋
生
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桝
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留
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渡
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則
雄

其
崎
　
髭

塩
川
フ
ジ
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∴
信
行
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小
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肌
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洪
水
、
土
砂
崩
れ
の
恐
れ

ひ
や
り
と
し
た
遠
賀
川
の
増
水
彗
知
日
の雨

遊
び
場
Ｋ
＼
油
な
い
子
供
た
ち
の

6
月
の
日
夜
半
よ
り
欝
を
伴
っ
て
降

り
だ
し
た
雨
は
3
0
日
も
引
き
続
き
大
雨

を
も
た
ら
し
、
福
岡
市
内
に
お
い
て
は

遂
に
災
害
救
助
法
の
通
用
を
受
け
る
楊

態
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
町
の
場
合
は

率
い
に
机
ポ
ン
プ
場
の
ポ
ン
プ
を
フ
ル

に
動
か
し
災
害
を
傾
少
に
止
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
田
畑
の
冠
水
を
除
い

て
は
鉱
害
等
の
た
め
床
下
便
水
を
し
た

青
田
ノ
二
、
古
田
ノ
三
地
区
に
替
っ

た
の
は
不
苧
甲
の
率
い
と
云
え
ま
し
ょ

う
。た
だ
特
に
注
意
し
て
ほ
し
い
の
は
遠

賀
川
上
流
の
降
雨
が
意
外
と
激
し
く
、

申
闇
市
唐
戸
の
水
位
棟
は
3
0
日
年
後
3

時
に
は
4
米
1
0
を
越
し
、
指
定
水
位
2

米
、
警
戒
水
位
4
米
1
0
を
突
破
し
ま
し

た
。
本
町
に
お
い
て
は
3
0
日
午
前
6
時

水
防
第
⊥
配
備
態
勢
に
入
り
関
係
職
員

を
乗
合
さ
せ
消
防
分
団
長
に
そ
の
旨
を

通
知
し
ま
し
た
が
午
後
1
1
時
に
至
り
4

米
1
0
を
下
狙
っ
た
の
で
、
そ
の
態
勢
を

と
き
ま
し
た
。

あ
と
5
0
痛
運
慶
増
水
す
れ
ば
第
2
配

備
態
勢
に
入
り
消
防
団
貝
を
待
機
さ
せ

る
寸
前
ま
で
い
っ
た
わ
け
で
す
。

本
町
の
水
防
の
大
勢
は
遠
賀
川
の
水

虹
の
如
何
に
か
か
っ
て
お
り
、
そ
の
意

味
で
は
上
流
の
降
雨
の
た
め
当
地
区
が

晴
天
の
場
合
で
も
、
洪
水
が
ね
こ
り
う

る
わ
け
で
あ
り
水
防
協
力
員
及
び
一
般

町
民
の
協
力
を
特
に
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

た
め
に
「
水
巻
町
辞
㌣
こ
ど
も
遊
園
」

が
古
賀
区
の
寒
山
に
つ
く
ら
れ
た
の
は

昭
和
3
4
年
で
し
た
。

初
め
は
県
で
も
と
て
も
は
め
て
い
た

立
派
な
遊
園
地
で
、
各
町
村
か
ら
視
察

に
来
ら
れ
「
其
似
を
し
た
い
も
の
だ
」

と
云
っ
て
い
た
遊
閑
地
で
す
が
等
実
を

こ
ら
ん
く
だ
さ
い
。

板
壁
が
は
が
さ
れ
、
覿
惨
な
姿
の
便

所
、
園
内
の
防
犯
と
情
緒
の
た
め
に
殻

け
ら
れ
た
水
銀
灯
は
取
り
替
え
て
も
、

取
り
替
え
て
も
、
こ
の
よ
う
に
割
ら
れ

る
始
末
で
す
。
1
灯
が
1
万
円
も
す
る

児
童
厚
塗
輿
管
理
人
の
万
だ
け
で

は
ど
う
し
て
も
行
き
届
き
ま
せ
ん
。
地

域
の
遊
園
地
で
す
。
荒
れ
る
に
ま
か

せ
ず
、
子
供
た
ち
が
楽
し
く
遊
べ
る

よ
う
に
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
で
、
守

り
育
て
る
よ
う
な
に
か
良
い
方
法
は
な

い
も
の
で
し
ょ
昂
か
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
分
会
、

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
自

衛

隊

芦
屋
基
地

7
月
7
日
の
開
庁
記
念
日
に

「

汚
さ

れ
た

子
供

の
聖
地
」

～
水
巻
第
一
遊
園
～

7
月
7
日
（
日
曜
）
年
後
9
時
よ
り

午
後
4
時
ま
で
航
空
自
衛
隊
芦
原
遠
地

で
聞
庁
記
念
日
に
ち
な
ん
で
多
彩
な
行

事
春
機
す
こ
と
に
な
り
住
民
と
の
親
睦

を
は
か
り
た
い
の
で
多
数
の
皆
さ
ん
の

か
山
で
を
お
待
ち
し
て
細
り
ま
す
と
語

つ
て
お
ら
れ
ま
す
。

場
所
は
西
鉄
バ
ス
芦
屋
行
に
乗
ら
れ

自
衛
隊
餌
で
降
噂
さ
れ
て
正
門
通
り
を

輿
虐
ぐ
に
行
き
ま
す
と
祭

り
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
で

ラ
を
お
持
ち
の
方
は
カ
メ
ラ
糞

学
生
は
ス
ケ
ッ
チ
用
具
を
お
持
ち
ー
ト

．

い
。

高
価
な
も
の
で
す
。
植
え
ら
れ
た
桜
は

全
く
域
っ
て
い
ま
せ
ん
し
ス
カ
イ
ス
ク

ー
タ
1
、
プ
ラ
ン
コ
は
一
体
ど
こ
へ
行

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
姿
が
現
在

の
荒
れ
果
て
た
遊
園
地
で
す
。
心
な
い

少
数
の
人
の
仕
打
ち
に
子
供
は
声
こ
そ

出
し
ま
せ
ん
が
泣
い
て
い
ま
す
。

子
供
会
育
成
会
で
ゑ
「
ま
で
に
何
度
も

努
力
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
聞
い
て
お
り

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
よ
う
な
状
態

で
す
。
放
薗
で
き
な
い
問
題
で
す
。
今

一
度
地
域
で
こ
の
間
題
を
取
り
上
げ
て

少
し
で
も
改
華
で
き
る
よ
う
願
い
た
い

も
の
で
す
。

も痛ましい子供の水死キ
ー1州Ｉｌｌｌ．′°■…ｌｌ川1．．■■1．日一一日■ｈ■ｌｌ仙川ｌｌ°■■ｌり川叫Ｉｌ′′ヽ…ｌｌｌｌｌｌｌｔ′■Ｈ－ＨＨｌい．ｔ■ＨＨＨｌｌｌｌ■
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梅
雨
あ
げ
を
控
え
、
水
に
親
し
む
季

節
を
迎
え
各
地
で
プ
ー
ル
開
き
、
海
水

浴
場
閃
き
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
4

可
感
い
育
ち
盛
り
の
子
供
さ
ん
が
、

明
る
い
夏
の
空
の
下
、
海
辺
や
滑
流
で

水
泳
に
た
わ
む
れ
て
い
る
姿
を
見
る
と

き
は
、
ま
こ
と
に
ほ
ほ
え
ま
し
く
、
健

康
そ
の
も
の
で
す
。
．

し
か
し
、
こ
の
季
節
に
は
、
い
ま
わ

し
い
水
魔
の
犠
牲
に
な
る
こ
と
が
多
い

こ
と
を
、
子
を
持
つ
親
は
深
く
考
え
て

頂
き
た
い
と
折
尾
警
察
署
、
防
犯
協
会

は
資
料
を
配
り
強
く
襲
望
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

－
、
水
魔
の
犠
牲
か
ら
守
る
た
め

に
は

車
、
池
（
沼
）
、
川
な
ど
に
は
、
安

全
サ
ク
を
殴
け
て
笥
祖
付
で
水
泳

を
す
る
よ
う
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

ク
、
子
供
の
身
体
に
は
よ
く
気
を
付

け
、
少
し
で
も
不
快
な
と
き
に
は

泳
が
ぬ
よ
う
痛
導
し
ま
し
ょ
う
。

∽
学
校
の
先
生
に
お
願
い
。

ア
、
集
団
登
下
校
の
完
全
励
行

ィ
、
水
泳
時
の
心
得
等
に
つ
い
て
の

指
導
の
徹
底

レ
ン
ト
ゲ
ン
串
町
内
を
め
ぐ
る

「
結
核
健
康
診
断
の
た
め
に
」

き
た
る
7
月
8
円
か
ら
1
ケ
月
棚
に
わ
た
っ
て
水
巻
町
内
を
レ
ン
ト
ゲ
ン

串
が
ま
わ
り
ま
す
。

こ
れ
は
町
内
全
域
に
わ
た
っ
て
緒
核
健
康
診
断
を
行
な
う
た
め
で
7
月
初

め
に
回
っ
て
釆
る
回
覚
板
を
よ
く
見
て
成
算
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時
と
秘
所
を
指
定
し
て
い
ま
す
の
で
御
注
意
く
だ
さ
い
。

川
家
庭
の
し
つ
け
▼

Ｊ
写
指
摘
摘
接

う
。

ゾ
ィ
、
海
水
浴
な
と
は
必
ず
家
族
連
れ

か
、
年
長
者
と
一
緒
に
や
り
ま
し

ょ
う
。

心
首
、
沼
や
川
な
ど
で
の
い
か
だ
遊
び

な
ど
を
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

エ
、
水
泳
前
に
は
、
必
ず
準
備
運
動

を
す
る
よ
う
押
導
し
ま
し
ょ
う
。

オ
、
連
れ
の
人
か
ら
離
れ
て
泳
が
ぬ

よ
う
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

カ
、
仮
死
状
態
の
時
は
、
あ
わ
て
ず

に
す
ぐ
医
師
に
見
せ
ま
し
ょ
う
、

Ｌも二・寧
ウ
、
モ
リ
を
使

用
し
て
の
魚

獲
り
、
そ
の

他
危
険
な
遊

戯
の
厳
禁

エ
、
学
校
と
父

兄
と
の
水
禍

事
故
防
止
に

対
す
る
連
絡

会
の
開
機

オ
、
学
校
周
辺
の
池
（
沼
）
川
な
ど

の
危
険
個
所
に
対
す
る
危
険
標
識

の
役
置

カ
、
児
童
下
校
後
の
プ
十
ル
使
用
禁

止
串
、
折
尾
署
管
内
危
険
水
域
は
次
の

と
お
り
で
す
か
ら
、
こ
の
水
城
で

の
水
泳
は
厳
禁
し
て
下
さ
い
。

二
、
こ
ど
も
の
水
遊
び
に
は
危
険

と
隠
め
ら
れ
る
個
所

ｅ
通
観
川
流
㌢
①
水
巻
町
上
二
の

．
遠
賀
川
東
側
　
⑧
〃
藍
の
ク

③
〃
立
屋
敷
の
〃
④
〃
古
賀
の
〃

●
ぼ
く
だ
ん
池
　
水
巻
町
上
二
千

二
小
学
校
南
方
）

の
塀
の
熊
池
　
〃
頃
末
席
の
鰯

の
中
間
北
小
頭
の
池
　
場
王
寺

ｅ
遠
賀
川
　
芦
屋
町
祇
園
崎
附
近

ｅ
浜
崎
海
岸
の
陥
膚
　
〃
　
浜
崎

⑳
大
君
の
陥
落
池
　
〃
　
大
君

三
、
水
泳
時
の
事
故
防
止
・

●
水
泳
に
適
し
た
時
間

ア
、
1
0
時
頃
～
思
時
頃
、
1
6
時
頃
～

1
8
時
頃
ま
で
が
｝
番
よ
い
。

ィ
、
食
後
は
⊥
時
間
半
～
2
時
間
た

っ
て
か
ら
泳
ぐ
こ
と
。

●
水
泳
に
適
し
た
場
所

ア
、
水
の
き
れ
い
な
場
所

ィ
、
急
流
・
槻
巻
・
逆
流
な
ど
の
な

い
所

ウ
、
過
渉
に
な
っ
て
い
る
所

エ
、
水
底
に
密
・
樺
ぐ
い
・
水
準
な

ど
の
な
い
所

オ
、
た
ま
り
水
の
よ
う
な
池
や
沼
な

ど
は
危
な
い
。

カ
、
橋
の
下
や
橋
け
た
の
所
で
は
事

故
が
多
い
。

ｅ
ど
の
位
の
時
間
泳
・
い
だ
ら
よ
い

か
。

ア
、
人
に
よ
っ
て
ち
が
う
が
、
初
心

者
は
1
0
分
位
、
な
れ
た
も
の
で
も

3
0
分
位
が
一
考
よ
い
。

ィ
、
寒
気
を
感
じ
た
り
、
あ
る
い
は

「
も
う
水
か
ら
出
た
い
な
あ
」
と

感
じ
た
ら
危
険
傭
号
で
雪
早
く

水
か
ら
出
ま
し
ょ
う
。

の
水
に
入
る
時
の
注
意

ア
、
ュ
人
で
は
絶
対
に
泳
が
な
い
。

ィ
、
水
に
入
る
前
に
は
、
必
ず
準
備

運
動
を
す
る
こ
も

り
、
ま
ず
足
先
か
ら
頭
ま
で
ぬ
ら
し

て
か
ら
、
水
に
入
る
こ
と
。

エ
、
ふ
ろ
に
入
っ
た
盾
後
は
、
水
に

入
ら
な
い
。

オ
、
ひ
ど
く
綬
労
し
て
い
る
時
、
あ

る
い
は
ひ
ど
く
太
闇
に
照
り
つ
け

ら
れ
た
後
で
、
急
に
水
に
飛
び
込

．
む
こ
と
は
危
険
で
す
。
．

疲
労
し
て
い
る
噂
は
、
し
ば
ら

く
休
ん
で
か
ら
、
ひ
ど
く
太
髄
に

埠
ｂ
さ
れ
た
時
に
は
、
木
陰
で
休

み
体
温
を
下
げ
て
か
ら
水
に
入
り

ま
し
ょ
う
。

カ
、
食
革
恵
後
や
空
腹
時
に
は
、
泳

が
な
い
こ
と
。

原
爆
医
療
に
つ
い
て

①
　
昭
和
2
0
年
8
月
広
島
、
長
崎
市
で

原
子
蟻
弾
の
被
害
を
受
け
た
者
は
都

道
府
県
知
事
が
被
爆
者
健
康
手
帳
を

交
付
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
は
手
帳

の
更
新
年
度
に
当
る
の
で
、
7
月
3
1

日
ま
で
に
新
し
い
被
鳩
者
健
康
手
境

の
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。

桐
。
馴
の
「
無
名
の
藻
」
は
開
脚

学
名
『
お
お
ふ
さ
も
』

九
大
理
博
．
細
川
教
授
鑑
定

机
う
け
ら
れ
ま
し
た
。
哀
れ
に
よ

り
ま
す
と
学
名
を
．
「
お
お
ふ
さ

も
」
と
云
い
、
碑
米
原
産
で
、

日
本
で
は
蓼
ら
し
く
、
関
東
の

一
部
に
あ
る
だ
け
で
、
な
に
か

の
拍
子
に
輸
入
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
か
と
細
川
教
好
は
話
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
な
に
か
利
用
の
過
で

先
日
、
九
州
管
区
行
政
監
察
局
の
大

平
正
夫
、
田
中
正
孝
の
両
氏
が
水
巻
町

に
見
え
ら
れ
、
堀
川
、
曲
川
を
観
察
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
曲
川
に
繁
茂

し
て
い
る
通
称
「
ド
べ
タ
ン
革
」
と
呼

ぶ
革
を
持
っ
て
帰
ら
れ
、
九
州
大
学
理

学
部
、
細
川
教
授
（
理
博
）
品
竜
を

も
あ
れ
ば
上
行
政
鍍
察
崩
の
か
た
は
考

え
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
住
民
の
伸
さ
ん

も
ひ
と
つ
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
水

巻
の
川
に
南
米
原
産
の
灘
が
館
茂
し
て

い
た
と
は
思
い
が
け
な
い
こ
と
だ
と
関

係
者
は
驚
い
て
お
り
ま
す
。

県
で
は
日
程
に
よ
り
県
内
8
保
健

所
で
手
帳
の
更
新
事
務
を
行
い
ま

す
か
ら
当
日
は
指
定
さ
れ
た
保
地
所

に
参
集
し
て
旧
手
帳
と
引
換
に
漸
手

嶋
の
交
付
を
う
け
て
下
さ
い
。
な
お

特
別
被
爆
者
健
康
手
鴫
の
交
付
を
う

け
て
い
る
者
で
新
し
い
手
帳
の
交
付

を
受
け
な
い
と
、
儀
日
柄
院
等
で
治

療
を
受
け
る
際
手
紙
が
面
倒
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下

さ
い
。

⑧
　
他
県
で
被
鳩
者
健
康
手
帳
の
交
付

を
受
け
、
ま
だ
福
岡
県
に
居
住
地
変

更
届
の
手
続
を
済
ま
せ
て
い
な
い
者
．

は
、
最
帝
り
の
保
健
所
に
手
堕
違

え
て
届
出
て
下
さ
い
。

⑧
　
被
曝
者
で
ま
だ
被
壕
健
康
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
者
は
、
最
寄

り
の
保
健
所
で
被
爆
者
健
康
手
帳
交

付
申
馨
の
凧
紙
を
貰
い
申
碑
の
手

紙
を
し
て
下
さ
い
。
な
お
不
明
の
点

に
つ
い
て
は
最
寄
り
の
保
健
所
ま
た

は
鼎
衛
生
部
薮
ま
で
卸
間
合
せ

下
さ
い
。

八
幡
供
触
所
　
7
月
1
8
日
午
前
1
0
時

か
ら
年
后
3
時
ま
で
八
幡
、
泉
崎
、
遠

蟄
管
内
被
爆
者
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。


